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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムの基地局でランダムアクセスに対する応答情報を伝送する方法であっ
て、
　端末機から受信されたランダムアクセスに対する応答情報を生成するステップと、
　前記ランダムアクセスに対する応答情報をダウンリンク共有無線資源に割当てるステッ
プと、
　ダウンリンクスケジュール情報を伝送するチャネルを介して、前記ランダムアクセスに
対する応答情報が伝送されることを表す識別子を前記端末機に伝送するとともに、パケッ
トデータを伝送するダウンリンク共有無線資源を介して、前記ランダムアクセスに対する
応答情報を前記端末機に伝送するステップと、
　を含み、
　前記複数の端末機へのランダムアクセスに対する応答情報は、前記識別子を使用してア
ドレッシングされ、
　前記ランダムアクセスに対する応答情報は、基地局にランダムアクセスを伝送した端末
機についてのアップリンクの無線資源割当情報を含み、
　前記識別子が、前記移動通信システムで使用されるスケジューリング識別子のうち、予
約割当てされたものであることを特徴とするランダムアクセス応答情報伝送方法。
【請求項２】
　前記ランダムアクセスに対する応答情報が、タイミング調整情報、前記端末機から受信
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されたランダムアクセスに使用された任意接続プリアンブルの識別子、アップリンク伝送
時に使用される無線資源ブロックの割当情報、アップリンク伝送時に使用される電力レベ
ルに対する情報のうち、１つ以上を含むことを特徴とする請求項１に記載のランダムアク
セス応答情報伝送方法。
【請求項３】
　複数の端末機のランダムアクセスに対する応答情報が、前記複数の端末機に伝送される
ことを特徴とする請求項１に記載のランダムアクセス応答情報伝送方法。
【請求項４】
　前記ランダムアクセスに対する応答情報に含まれた、アップリンク伝送時に使用される
無線資源ブロックの割当情報を利用するアップリンク伝送を前記端末機から受信するステ
ップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のランダムアクセス応答情報伝送方法
。
【請求項５】
　前記アップリンク伝送を受信するステップが、前記端末機の情報を受信するものである
ことを特徴とする請求項４に記載のランダムアクセス応答情報伝送方法。
【請求項６】
　前記ランダムアクセスに対する応答情報が、前記ダウンリンク共有無線資源に可変的に
割当てられることを特徴とする請求項１に記載のランダムアクセス応答情報伝送方法。
【請求項７】
　前記ダウンリンク共有無線資源に対する割当情報が、ダウンリンクスケジュール情報を
伝送するチャネルを介して伝送されることを特徴とする請求項６に記載のランダムアクセ
ス応答情報伝送方法。
【請求項８】
　前記ランダムアクセスに対する応答情報が、前記ダウンリンク共有無線資源に固定的に
割当てられることを特徴とする請求項１に記載のランダムアクセス応答情報伝送方法。
【請求項９】
　移動通信システムの端末機でランダムアクセスに対する応答情報を受信する方法であっ
て、
　ダウンリンクスケジュール情報を伝送するチャネルを介して伝送される識別子であって
、前記ランダムアクセスに対する応答情報が伝送されることを表す識別子を受信するステ
ップと、
　前記伝送パケットデータに対するダウンリンク共有無線資源を介して、前記識別子を使
用してアドレッシングされた前記ランダムアクセスに対する応答情報を受信するステップ
とを含み、前記識別子は、複数の端末へのランダムアクセスに対する応答情報をアドレス
するために使用され、
　前記ランダムアクセスに対する応答情報は、基地局にランダムアクセスを伝送した端末
機についてのアップリンクの無線資源割当情報を含み、
　前記識別子が、前記移動通信システムで使用されるスケジューリング識別子のうち、予
約割当てされたものであることを特徴とするランダムアクセス応答情報受信方法。
【請求項１０】
　前記ランダムアクセスに対する応答情報が、タイミング調整情報、前記ランダムアクセ
スのために使用された任意接続プリアンブルの識別子、アップリンク伝送時に使用される
無線資源ブロックの割当情報、アップリンク伝送時に使用される電力レベルに対する情報
のうち、１つ以上を含むことを特徴とする請求項９に記載のランダムアクセス応答情報受
信方法。
【請求項１１】
　複数の端末機のランダムアクセスに対する応答情報が１つのメッセージに含まれて、前
記複数の端末機に伝送されるものであることを特徴とする請求項９に記載のランダムアク
セス応答情報受信方法。
【請求項１２】
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　前記ランダムアクセスに対する応答情報に含まれた、アップリンク伝送時に使用される
無線資源ブロックの割当情報を利用してアップリンク伝送を行うステップをさらに含むこ
とを特徴とする請求項９に記載のランダムアクセス応答情報受信方法。
【請求項１３】
　前記アップリンク伝送を行うステップが、前記端末機の情報を伝送するものであること
を特徴とする請求項１２に記載のランダムアクセス応答情報受信方法。
【請求項１４】
　前記ランダムアクセスに対する応答情報が、前記ダウンリンク共有無線資源に可変的に
割当てられるものであることを特徴とする請求項９に記載のランダムアクセス応答情報受
信方法。
【請求項１５】
　前記ダウンリンク共有無線資源に対する割当情報が、ダウンリンクスケジューリング情
報を伝送するチャネルを介して受信されるものであることを特徴とする請求項１４に記載
のランダムアクセス応答情報受信方法。
【請求項１６】
　前記ランダムアクセスに対する応答情報が、前記ダウンリンク共有無線資源に固定的に
割当てられるものであることを特徴とする請求項９に記載のランダムアクセス応答情報受
信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動通信システムにおけるアップリンク制御情報伝送方法に関し、より詳細
には、パケットサービス提供のための移動通信システムにおいて基地局からユーザ端末機
へのダウンリンクを介して伝送されるアップリンク制御情報を効率的に構成して、最小限
の無線資源を占有するアップリンク制御情報を伝送する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の移動通信システムはサーキット基盤システムであって、ダウンリンク専用チャン
ネルを利用して基地局がユーザ端末機に制御情報を伝送する。しかし、多様なパケットサ
ービスを提供するために導入されるパケット基盤システムである、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔ
ｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムの専用チャンネルを利用して制御情報を伝送する
従来の方法は、適用が困難である。現在、ＬＴＥシステムの関連する標準作業が進められ
ている。
【０００３】
　パケットサービスのための移動通信システムは、端末機に無線資源が専用に割当てられ
るサーキットベースのシステムと異なり、パケットサービス提供のための移動通信システ
ムにおいてパケットサービスデータの伝送のための無線資源を数々の端末機が共有するこ
とになる。したがって、各端末機が、各端末機に割当てられた無線資源を区別して、スケ
ジュールされた時間で割当てられた無線資源にアクセスすることができるように、アップ
リンク制御情報を数々の端末機に提供する方法が必要とされる。また、純粋なパケットサ
ービス提供のためＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）システムでは、物
理階層の無線資源の可変的かつフレキシブルに使用することを支援することができるアッ
プリンク制御情報の構成および伝送方案が要求される。
【０００４】
　このような要求にともない、端末機は無線環境に相応して、より適応的に無線資源を割
当てて運用するために局部割当無線資源（ｌｏｃａｌ　ａｌｌｏｃａｔｅｄ　ｒａｄｉｏ
　ｒｅｓｏｕｒｃｅ）と分散割当無線資源（ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　ａｌｌｏｃａｔｅ
ｄ　ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ）に無線資源を区分して利用することが議論されてい
る。また、前記二種類の無線資源を効率的に割当てるために制御情報の伝送を従来のＷＣ
ＤＭＡ方式のように、専用制御チャンネルでない数々の端末機が共有する制御チャンネル
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を利用して伝送し、一部の制御情報は各端末機に割当てられた無線資源に伝送する方案が
考慮されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　すなわち、３ＧＰＰシステムに基盤を置いたパケット基盤の移動通信システムにおいて
基地局から端末機へのダウンリンクを利用して、アップリンク制御情報を効率的に構成し
て最小限の無線資源を占有し、ダウンリンクを介して伝送することによって限定された無
線資源の活用度を向上させることができる具体的な伝送方法を開発することが要求されて
いる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、前記要求に応ずるために提案されたもので、パケット伝送のための移動通信
システムの基地局から端末機へのダウンリンクによって伝送するアップリンク制御情報を
効率的に構成して最小限の共有無線資源を占有し、伝送することができる移動通信システ
ムにおけるアップリンク制御情報伝送方法を提供するのにその目的がある。
【０００７】
　本発明の他の目的および利点は、以下の記載で理解され得、本発明の実施形態に関連し
て明白になる。また、本発明の目的および利点が請求項およびそれらの組み合わせの方法
で理解され得ることは、当業者に明らかである。
【０００８】
　前記目的を達成するための本発明は、移動通信システムにおけるアップリンク制御情報
伝送方法として、ａ）アップリンク制御情報を生成するステップと、ｂ）ダウンリンクス
ケジュール情報に基づいて、前記アップリンク制御情報をパケットデータ伝送のためのダ
ウンリンク共有無線資源に割当てるステップ、およびｃ）前記無線資源を端末機に伝送す
るステップを含む。
【発明の効果】
【０００９】
　前記のような本発明は、パケット伝送のため移動通信システムの基地局から端末機への
ダウンリンクを介して伝送するアップリンク制御情報を効率的に構成して最小限の無線資
源を占有し、伝送することによって限定された無線資源の活用を極大化することができる
効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　前述した目的、特徴および長所は添付された図面と関連した次の詳細な説明によって、
より明確になるものであり、それによって本発明が属する技術分野で通常の知識を有する
者が本発明の技術的思想を容易に実施できるであろう。また、本発明を説明するにおいて
本発明と関連した公示技術に対する具体的な説明が本発明の要旨を不必要にぼかすことも
あると判断される場合にその詳細な説明を省略する。以下、添付された図面を参照して、
本発明による好ましい実施形態を詳細に説明する。
【００１１】
　図１は、本発明による移動通信システムにおけるアップリンク制御情報伝送過程に対す
る一実施形態のフローチャートである。
【００１２】
　まず、基地局は、端末機に伝送しなければならないアップリンク制御情報を生成する（
Ｓ１１０）。
【００１３】
　前記アップリンク制御情報は、アップリンクスケジュール情報（ＵＬスケジュール情報
）と、ランダムアクセス応答情報と、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）またはＳＣ－ＦＤＭＡ（
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Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）で要求される物理階層のアップリンク同期維持のための応答情報と
のうち、いずれか１つ以上を含み得る。例えば、アップリンク制御情報にはアップリンク
スケジュール情報（ＵＬスケジュール情報）およびアップリンクランダムアクセスに対す
る応答情報（ランダムアクセス応答情報）が共に含まれ、または、各々独立的に分離して
構成され得る。
【００１４】
　前記アップリンクスケジュール情報は、無線資源割当情報、変調／符号化情報および再
伝送情報を含み構成され得る。
【００１５】
　前記無線資源割当情報は、スケジュール識別子、アップリンク無線資源ブロック位置お
よび割当区間情報を含み得る。前記スケジュール識別子は、割当てられた無線資源が、ど
の端末機または端末機グループに属するかを知らせるための情報である。前記アップリン
ク無線資源ブロック位置情報は、周波数と時間軸で区分されるＯＦＤＭＡシステムの無線
資源をアドレッシング（ａｄｄｒｅｓｓｉｎｇ）するための情報である。前記割当区間情
報は、割当てられた無線資源が、どの区間の間、有効かを示す情報である。
【００１６】
　前記変調／符号化情報は、トランスポートフォーマットおよびＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　
Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ　Ｏｕｔｐｕｔ）関する情報を含み構成され得る。前記トランス
ポートフォーマット情報はＬＴＥシステムで考慮されている変調方式、例えばＱＰＳＫ（
Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）、１６ＱＡＭ（１６－
Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）、６４ＱＡＭ（６
４－Ｑｕａｄｒａｔｕｒｅ　Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ　Ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）など、から割
当てられた無線資源に適用された変調方式、およびペイロードサイズ（または符号化レベ
ル）情報を含み、割当てられた無線資源に伝送されるペイロード（ｐａｙｌｏａｄ）サイ
ズを知らせて、符号化レベルを算出したり、直接的に符号化レベルを知らせるための情報
である。前記ＭＩＭＯ関連情報は多重アンテナを利用して送受信することによってシステ
ムの性能を向上させるために必要な制御情報である。
【００１７】
　前記再伝送情報は、割当てられた無線資源に伝送中のパケットデータの再伝送と関連し
た情報である。
【００１８】
　一方、ランダムアクセス応答情報は、無線資源割当情報、タイミング調整情報（Ｔｉｍ
ｉｎｇ　ａｄｖａｎｃｅｄ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ、ＴＡ情報）および電力レベル情報
（ｐｏｗｅｒ　ｌｅｖｅｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を含むことができる。ランダムア
クセス応答情報は、周波数調整情報（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ、ＦＡ情報）をさらに含むことができる。
【００１９】
　前記無線資源割当情報は、端末機識別子およびアップリンク無線資源ブロック位置情報
を含む。前記端末機識別子は、ランダムアクセス応答メッセージがどの端末機（または端
末機グループ）に属するかを知らせるための情報であって、ランダムアクセス時に利用し
たシグネチャインデックス、またはランダムアクセスプリアンブルインデックスであるＲ
Ａ－プリアンブル識別子（ＲＡ－ｐｒｅａｍｂｌｅ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を利用した
り、別途に使用した識別子（例、ランダム識別子）を利用することもできる。前記アップ
リンク無線資源ブロック位置は、ランダムアクセスを試みた端末機が使用できるアップリ
ンクの無線資源をアドレッシング（ａｄｄｒｅｓｓｉｎｇ）する情報である。
【００２０】
　前記タイミング調整情報は、端末機がアップリンク同期維持のために伝送した任意の信
号列パターン（例えば、初期ランダムアクセスを試みる時に伝送するシグネチャおよび特
定シンボルパターン）を利用して、基地局が推定したタイミングの誤差を減少させ、端末
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機がアップリンクの物理階層同期を確保するために調節しなければならないタイミング情
報である。
【００２１】
　前記電力レベル情報は、端末機がアップリンク同期維持のために伝送した任意の信号列
パターン（例えば、初期ランダムアクセスを試みる時に伝送するシグネチャ、特定シンボ
ルパターン）を利用して、基地局が推定した電力レベルを利用して、端末機がアップリン
クでの伝送時に使用する電力レベルを設定する利用する電力基準レベル情報である。
一方、前記物理階層のアップリンク同期維持のための応答情報はタイミング調整情報、周
波数調整情報および電力レベル情報を含み構成され得る。
【００２２】
　前記周波数調整情報は、端末機がアップリンク同期維持のために伝送した任意の信号列
パターン（例えば、初期ランダムアクセスを試みる時に伝送するシグネチャおよび特定シ
ンボルパターン）を利用して、基地局が推定した周波数の誤差を減少させて端末機がアッ
プリンクの物理階層同期を確保するために調節しなければならない周波数情報である。
前記Ｓ１１０過程に続いて、基地局は前記アップリンク制御情報をパケットデータ伝送の
ためのダウンリンク共有無線資源に割当てる（Ｓ１２０）。
【００２３】
　本発明はＯＦＤＭＡやＳＣ－ＦＤＭＡなどのＯＦＤＭＡ系システムに適用される。コー
ドを割当てて、各端末機のための専用無線資源を区別するＣＤＭＡシステムと異なり、Ｏ
ＦＤＭＡシステムは、周波数と時間で区別される２次元構造の無線資源を端末機が共有す
る。すなわち、ダウンリンクおよびアップリンク物理チャンネルは時間と周波数で構成さ
れた無線資源を分けて送信することになり、無線資源は、送信周期であるＴＴＩと副搬送
波インデックスであるサブキャリアグループに分けられた無線資源ブロックを使用する。
このようなダウンリンク共有無線資源ブロックにアップリンク制御情報を割当てる方法と
しては、ダウンリンクスケジュール情報を利用して、無線資源を可変的に割当てる方法と
、一部無線資源を固定割当てして運用する方法がある。
【００２４】
　ダウンリンクスケジュール情報を利用して、アップリンク制御情報を無線資源に可変的
に割当てる方法と、固定的に割当てる方法の具体的な実施形態は関連図面を参照して後述
する。
【００２５】
　前記Ｓ１２０過程に続いて、基地局は、アップリンク制御情報が割当てられたダウンリ
ンク無線資源を端末機に伝送する（Ｓ１３０）。
【００２６】
　ダウンリンクによって伝送されるアップリンク制御情報は、無線区間において一定の水
準以上の品質を確保できるように符号化過程を介して伝送され、このために各端末機のた
めのアップリンク制御情報は、一緒に符号化されて伝送されたり、個別的に符号化されて
伝送される。
【００２７】
　データを送受信するＭＡＣ活性（ＭＡＣ＿Ａｃｔｉｖｅ）状態の端末機は、アップリン
クスケジュール情報によって割当てられた無線資源を利用して、パケットデータを伝送す
ることができる。
【００２８】
　すなわち、端末機は、ＴＴＩごとにダウンリンクによって伝送されるアップリンクスケ
ジュール情報を検索して、無線資源と端末機スケジュール識別子の関係を確認し、自身ま
たは自身が属するグループのスケジュール識別子が存在する場合に該当無線資源の位置と
無線資源割当区間を確認し、自身に割当てられた無線資源でパケットデータを符号化して
変調し伝送する。また、アップリンク制御情報の再伝送情報を利用してＨＡＲＱ動作を行
う。
【００２９】
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　前記アップリンクスケジュール情報および／またはランダムアクセス応答情報を伝送す
るためにダウンリンクスケジュール情報を利用する方法を要約すれば次のとおりである。
端末機スケジュール識別子の一部をグループ識別子として予約割当てし、前記グループ識
別子を利用して、アップリンクスケジュール情報および／またはランダムアクセス応答情
報の伝送をアドレッシングする。
【００３０】
　したがって端末機は、ダウンリンクスケジュール情報を検索して、アップリンクスケジ
ュール情報および／またはランダムアクセス応答情報の伝送を知らせる前記グループ識別
子を確認することができる。前記グループ識別子を確認した各端末機は、該当グループス
ケジュール情報が表す割当て無線資源の位置の共有無線資源に伝送されたデータを得て、
復調および復号化することによって、基地局が伝送したアップリンクスケジュール情報お
よび／またはランダムアクセス応答情報を得ることができる。
【００３１】
　図２は、本発明によるアップリンク制御情報の一実施形態の構成図であって、アップリ
ンクスケジュール情報およびランダムアクセス応答情報を、グループ識別子を利用して、
ダウンリンクスケジュール情報に割当てられた無線資源に伝送するためのアップリンク制
御情報の一実施形態の構成図を示す。
【００３２】
　図２に図示されたように、アップリンク制御情報は、ＩＥ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　
Ｅｌｅｍｅｎｔ）単位で構成されたランダムアクセス応答情報ブロック１、アップリンク
スケジュール情報（ＵＬスケジュール情報）ブロック２、ランダムアクセス応答情報の存
在を知らせるランダムアクセス応答情報ビット３、およびＵＬスケジュール情報の存在を
知らせるＵＬスケジュール情報ビット４を含み構成される。
【００３３】
　前記ランダムアクセス応答情報ビット３およびＵＬスケジュール情報ビット４が「１」
ならば該当情報が存在するのを表し、「０」ならば該当情報が存在しないことを表す。
ランダムアクセス応答情報ビット３が「１」の場合にランダムアクセスを試みた端末機は
ランダムアクセス応答情報ＩＥ５を検索する。
【００３４】
　ランダムアクセス応答情報ＩＥの端末機識別子７はランダムアクセスに使用したシグネ
チャのインデックスまたはプリアンブルの識別子を利用する。
【００３５】
　端末機は、ランダムアクセス応答情報ＩＥ内の端末機識別子７が、自身の識別子（すな
わち、自身が伝送したシグネチャまたはプリアンブルのインデックス）と一致する場合に
ＩＥ内のアップリンク無線資源ブロック位置８情報を利用して、アップリンクによって自
身の情報を伝送する。
【００３６】
　この時、ランダムアクセス応答情報ＩＥ内のＴＡ情報９を利用して、アップリンクのタ
イミング同期を調整する。必要な場合、ランダムアクセス応答情報ＩＥ内に適切なアップ
リンク伝送のためにＦＡ情報１０および電力レベル情報１１を含め、アップリンク伝送時
に適切な電力レベルおよび周波数を設定することができる。
【００３７】
　また、ランダムアクセス応答情報ブロックまたはＵＬスケジュール情報ブロック内で各
情報ＩＥの次にまた他の情報ＩＥが存在するのか否かに対する表示はＥＢ（Ｅｘｔｅｎｓ
ｉｏｎ　Ｂｉｔ）１６を利用する。１つの情報ＩＥに続いて他の情報ＩＥが存在する場合
にはＥＢを「０」に設定し、該当情報ＩＥが最後の情報ＩＥの場合には「１」に設定して
運用することができる。
【００３８】
　また、基地局とデータを送受信している状態（ＭＡＣ＿Ａｃｔｉｖｅ状態）の端末機は
、ランダムアクセス応答情報ビットが「１」に設定され、ランダムアクセス応答情報ＩＥ
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が存在する場合にはＥＢだけを確認し、ＵＬスケジュール情報に接近することができ、ラ
ンダムアクセス応答情報ビットが「０」に設定されＵＬスケジュール情報だけが存在する
場合には、すぐにＵＬスケジュール情報ＩＥ６を検索する。
【００３９】
　端末機は、ＵＬスケジュール情報ＩＥを検索して、スケジュール識別子１２とスケジュ
ールのための自身のスケジュール識別子が一致する場合には、該当ＵＬスケジュール情報
ＩＥを自身のために割当てられた無線資源のためのＵＬスケジュール制御情報と判断し、
ＵＬスケジュール情報ＩＥ内でアップリンク無線資源ブロック位置１３、割当区間１４、
およびトランスポートフォーマット１５を確認して、スケジュール情報に応じてアップリ
ンクで自身のデータを伝送する。
【００４０】
　各端末機は、ランダムアクセス応答情報ＩＥの端末機識別子またはＵＬスケジュール情
報ＩＥのスケジュール識別子が、自身の端末機識別子またはスケジュール識別子でない場
合には各情報ＩＥ内のＥＢ１５を確認する。
【００４１】
　本実施形態は、アップリンクスケジュール情報およびランダムアクセス応答情報が共に
構成された形態を表しているが、アップリンクスケジュール情報およびランダムアクセス
応答情報が各々独立的に構成され得るは前述したとおりである。
【００４２】
　システムにおいてアップリンクスケジュール情報と分離して、ランダムアクセス応答情
報だけを独立して伝送する場合には、ランダムアクセス応答情報ビット３およびＵＬスケ
ジュール情報ビット４は必要でなく、ランダムアクセス応答メッセージ伝送のためのグル
ープ識別子でアドレッシングしたダウンリンク無線資源でランダムアクセス応答情報のた
めのランダムアクセス応答情報ブロック１を構成し、ランダムアクセス応答情報だけを伝
送する。
【００４３】
　また、アップリンクスケジュール情報だけを独立して伝送する場合にも、ランダムアク
セス応答情報ビット３とＵＬスケジュール情報ビット４は必要でなく、同じ方法でアップ
リンクスケジュール情報だけを伝送する。
【００４４】
　前述した構成によって任意のダウンリンクスケジュール情報が指定した共有無線資源で
１つまたは多数の端末機にランダムアクセス応答情報および／またはアップリンクスケジ
ュール情報を伝送することができる。
【００４５】
　図３は、本発明の一実施形態によるダウンリンクスケジュール情報を利用して、アップ
リンク制御情報が割当てられた無線資源ブロックを示す例示図であり、図４はダウンリン
クスケジュール情報のグループ識別子を示す例示図である。
【００４６】
　図３に図示されたように、アップリンク制御情報は、ダウンリンクスケジュール情報の
一部ＩＥの特定端末機グループのＤＬスケジュール情報１８を利用して、アップリンク制
御情報の量によって可変的に局部割当て（１９－１）されたり、分散割当て（１９－２）
される。
【００４７】
　前記特定端末機グループのＤＬスケジュール情報１８は、スケジュール識別子、割当て
られた無線資源ブロック位置情報およびエラー訂正符号（ＣＲＣ）を含む。
【００４８】
　前記スケジュール識別子は、図４に図示されたように、アップリンク制御情報が伝送さ
れる端末機または端末機グループを表すグループ識別子２２を含む。すなわち、スケジュ
ール識別子の一部を予約割当てし、グループ識別子２２として使用することができる。
前記割当てられた無線資源ブロック位置情報は、共有無線資源に割当てられたアップリン
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ク制御情報の位置を表す。
【００４９】
　端末機は、ダウンリンクスケジュール情報を検索して、アップリンク制御情報伝送のた
めのグループ識別子および割当てられた共有無線資源ブロック位置情報を確認し、割当て
られた無線資源に伝送されたデータを復調および復号化して、アップリンクスケジュール
情報およびランダムアクセス応答情報のようなアップリンク制御情報を得ることができる
。
【００５０】
　ダウンリンクスケジュール情報に割当てられた無線資源を利用して、アップリンクスケ
ジュール情報およびランダムアクセス応答情報を伝送する場合には、アップリンクスケジ
ュール情報およびランダムアクセス応答情報の存在の有無とサイズによって適合する無線
資源を割当てることができ、必要な場合にはシステムが許容する最大のロバスト適応変調
および符号化方式を適用してアップリンク制御情報を伝送することができる。
【００５１】
　図５は、本発明の一実施形態によるアップリンク制御情報が、固定的に分散割当てされ
た無線資源ブロックを示す例示図である。
【００５２】
　図５に図示したように、本実施形態は、ランダムアクセス応答情報伝送２３、アップリ
ンクスケジュール情報２４および物理階層のアップリンク同期維持のための応答情報２５
のようなアップリンク制御情報をダウンリンク無線資源に固定的に分散割当てする。
基地局は、アップリンク制御情報を伝送するためのダウンリンク分散割当無線資源ブロッ
クをＴＴＩの指定された位置に予約（ｒｅｓｅｒｖｅ）し、固定的に割当てし、割当情報
をシステム情報（ＢＣＨと、Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ）によって、基
地局全体に放送する。
【００５３】
　端末機は、放送チャンネルによって、ダウンリンク無線資源に割当てられたランダムア
クセス応答情報２３、アップリンクスケジュール情報２４または物理階層のアップリンク
同期維持のための応答情報２５のブロックを認知するため、アップリンク制御情報が伝送
されるダウンリンク無線資源ブロックをアドレッシングするための別途の制御情報が必要
ない。また、任意のＴＴＩにおいてダウンリンクによって伝送しなければならないアップ
リンク制御情報が存在しない場合にはアップリンク制御情報伝送のために指定予約された
無線資源ブロックを他の情報伝送のために可変的に使用することができる。
【００５４】
　詳述したような、本発明の方法はプログラムで具現され、コンピュータで判読可能な形
態で記録媒体（ＣＤ　ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フロッピーディスク、ハードディスク、
光磁気ディスクなど）に保存され得る。このような過程は本発明が属する技術分野で通常
の知識を有する者が容易に実施することができるため、これ以上詳細に説明しないものと
する。
【００５５】
　以上で説明した本発明は、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者において、
本発明の技術的思想を逸脱しない範囲内で種々の置換、変形および変更が可能であるため
、前述した実施形態および添付された図面によって限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】本発明による移動通信システムにおけるアップリンク制御情報伝送過程の一実施
形態のフローチャートを示す図である。
【図２】本発明によるアップリンク制御情報の一実施形態の構成図である。
【図３】本発明の一実施形態によるダウンリンクスケジュール情報を利用して、アップリ
ンク制御情報が割当てられた無線資源ブロックを表す例示図である。
【図４】本発明の一実施形態によるダウンリンクスケジュール情報のグループ識別子を表



(10) JP 5507999 B2 2014.5.28

す例示図である。
【図５】本発明の一実施形態によってアップリンク制御情報が固定的に分散割当てされた
無線資源ブロックを表す例示図である。

【図１】 【図２】
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